
令和元年度第１回喜多方市地域公共交通会議 会議録 

 

 

１ 開催日時  令和元年６月26日（水）午前10時30分～午前11時45分 

 

 

２ 開催場所  喜多方プラザ文化センター 小ホール 

 

 

３ 出席した委員 24 名 

 

   遠藤 忠一 委員  津田 弘幸 委員  庄司 一雄 委員  市原 偉年 委員 

   渡部 庄司 委員  今井   誠 委員  渡部 幸博 委員  鈴木 敏生 委員 

    星  隆  委員   遠藤   章 委員    上 原  安 一 郎 委員    矢吹 清光 委員 

    江川 正則 委員  内海 成和 委員  岩崎 昭博 委員  高橋 賢作 委員 

   五十嵐 智 委員   星  博美 委員    渡辺 貴智 委員  風間 常義 委員 

    園部 計一郎 委員  猪瀬 秀一 委員  五 十 嵐  博 也 委員  佐藤  洋 委員（代理）   

       

      

４ 欠席した委員 10 名 

 

   澤井   淳 委員  宍戸 紳一郎 委員  星  竹昭 委員  安田  茂 委員 

木須 行孝 委員  横山 和也 委員  尾崎 武史 委員  穴澤 竜太 委員 

原  弘通 委員  渡部 和昭 委員 

 

５ 説明のため出席した者 

   事務局長（地域振興課長）         遠藤 紀雄 

   事務局 （企画政策部主幹）         小川 修一 

   同   （地域振興課課長補佐）      外島 誠司 

   同   （地域振興課副主任主査）     渡部 洋一 

   同   （地域振興課主査）        早川 直樹 

 

※オブザーバーとして、関係市町村公共交通担当者４名、各総合支所住民課長４名 

が出席 

 

６ 配布資料 

 

 ・令和元度第１回喜多方市地域公共交通会議次第 

 ・資料１   平成30年度事業経過報告について 

 ・資料２   平成30年度歳入歳出決算について 

 ・資料３   令和元年度補正予算（第１号）について 

 ・資料４   予約型乗合交通の指定乗降場所の名称変更等について 

 ・資料５   会津圏域公共交通活性化協議会について 

 ・別紙資料  喜多方市地域公共交通再編実施計画 

 

７ 会議の経過 

  （１）開 会 

  （２）会長あいさつ 

  （３）委員紹介 

  （４）報告 



     規約第８条第１項の規定により、会長である遠藤忠一委員が議長となり開議した。 

(午前 10時 40 分) 

 

     ○平成 30年度事業経過報告について 

      ・議長が事務局に説明を求めた。 

・事務局が資料１により報告を行った。 

 

○平成 30 年度歳入歳出決算について 

  ・議長が事務局に説明を求めた。 

        ・事務局が資料２により報告を行った。 

・監事より監査報告の際、費用の削減について、次の提案を受けた。 

（監 事）①再編実施計画策定により「最小の経費で最大の効果」をあげること 

      ②「持続可能な公共交通」の実現にむけて様々な方法を検討すること 

・議長が意見・質疑を求めたところ、次の意見があった。 

（委 員）「住民グループインタビュー調査」の目的、出された意見等の詳細は。 

（事務局） 予約型乗合交通利用者や運転免許証返納者を対象に、10人程度でのグ

ループを作り、予約型乗合交通をはじめとする公共交通に関して、直

接意見や要望を聞き取り、その内容を再編実施計画策定での施策に反

映させることを目的とした調査事業の一つ。出された意見としては「予

約に関すること」や「運行ダイヤの改正」について多くの意見や要望

が出された。 

・議長が意見・質疑を求めたが、意見・質疑はなかった。 

 

  （５）議題 

     ○令和元年度補正予算（第１号）について 

      ・議長が事務局に説明を求めた。 

      ・事務局が資料３により説明を行った。 

      ・議長が意見・質疑を求めたところ、次の意見があった。 

（委 員）予約型乗合交通の場合、予約センターの果たす役割は大きいと考えてい

る。タクシー会社としても、利用者に寄り添ったサービスを提供すれ

ば、安心感を持ってリピーターになってもらえる可能性がある。そう

した意味においても、予約センターで安心感を与える事が出来れば、

更なる利用に繋がるのではないかと思うことから、公共交通会議に事

業者が参加しているので、現場側の意見を聞いてもらう事も意味があ

ると思う。そのため、予約センターの代表者のこの場へ参加してもら

いたいと思うが、いかがか。 

      （事務局） 委員として参加していただく形だと、規約の変更が必要等なってくる

ため、総合支所や関係市町村の方と同じように「オブザーバー」とし

て参加していただく形を検討していきたい。 

      ・議長がさらに意見・質疑を求めたところ、意見・質疑はなく、承認された。 

 

     ○予約型乗合交通の指定乗降場所の名称変更等について 

      ・議長が事務局に説明を求めた。 

      ・事務局が資料４により説明を行った。 

      ・議長が意見・質疑を求めたところ、意見・質疑はなく、承認された。 

       

     ○会津圏域公共交通活性化協議会について 

・議長が事務局に説明を求めた。 



      ・事務局が資料５により説明を行った。 

      ・議長が意見・質疑を求めたところ、次の意見があった。 

（委 員）予約型乗合交通の場合、予約センターの果たす役割は大きいと考えてい

る。タクシー会社としても、利用者に寄り添ったサービスを提供すれ

ば、安心感を持ってリピーターになってもらえる可能性がある。そう

した意味においても、予約センターで安心感を与える事が出来れば、

更なる利用に繋がるのではないかと思うことから、公共交通会議に事

業者が参加しているので、現場側の意見を聞いてもらう事も意味があ

ると思う。そのため、予約センターの代表者のこの場へ参加してもら

いたいと思うが、いかがか。 

      （事務局） 委員として参加していただく形だと、規約の変更が必要等なってくる

ため、総合支所や関係市町村の方と同じように「オブザーバー」とし

て参加していただく形を検討していきたい。 

      ・議長がさらに意見・質疑を求めたところ、意見・質疑はなく、承認さ

れた。 

 

  （６）その他 

      ・議長が意見・質疑を求めたところ、事務局より「予約型乗合交通の指定乗降場所

の名称変更等」に関して、関係運行事業者に関係書類の提出に関して、早急に福

島陸運支局へ行うよう依頼があった。 

      ・議長がさらに意見・質疑を求めたところ、意見・質疑はなかった。 

 

     ○議長が協議の終了を宣言した。（午前 11時 40 分） 

 

  （７）閉 会 （午前 11時 45 分） 

 

 


